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系外惑星の探索、星の振動や食連星の観測を利用した恒星の物理状態の解明、宇宙加速を直接測定する装置の
ための基礎的研究などを目的として、我々は、国立天文台岡山天体物理観測所（OAO） 188 cm望遠鏡用の高分
散分光器HIDES用に天文コムを開発している。この計画では、最終的に波長 380 nm～540 nm をカバーし、コ
ムの間隔が 20～50 GHzで、視線速度測定精度 30 cm/sをもつ天文コムを開発することを目指しており、現在そ
の調整を進めている。
光コムは、時間領域では超短光パルス列であり、周波数領域においては多数のレーザーモードが等しい周波数

間隔で並んだものである。「天文コム」は、高分散分光器の波長校正に用いるために、分光器の分解能に適合し
た間隔周波数を持つ光コムのことを指す。分光器の波長帯域、および分解能により、最適なコムの間隔周波数は
異なり、OAOのHIDESでは上記波長および間隔周波数が求められている。そこで我々は、繰り返し周波数 100
MHzの Erモード同期ファイバレーザーからのを基に、まず 350～2000 nmの広帯域化を施し、ついで光共振器
によるコムモードの切り出しを行い、波長 500 nm帯において、間隔周波数が約 42 GHzの光コムを得た。産総
研で製作されたこの天文コム装置は、2016年 7月にOAOに設置され、2016年 12月から検証実験や試験観測を
実施している（神戸他、本年会）。講演では、光コム本体、周波数安定化レーザー、光共振器からなる天文コムシ
ステムの概要と、現在までに得られている結果等について述べる。


